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◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

　
２
５
６
５
万
円
を
増
額
し
、
予

算
額
は
86
億
８
０
７
２
万
９
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
新
規
利

用
者
の
増
に
伴
う
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
給
付
費
の
増
額
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

に
係
る
経
費
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
、
産
業
担
い
手
事

業
奨
励
金
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰

対
策
事
業
補
助
金
、
一
般
財
団
法

人
貝
取
澗
温
泉
公
社
へ
の
補
助
金

な
ど
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
１
１
２
４
万
５
０
０
０
円
を
増

額
し
、
予
算
額
は
17
億
２
５
５
４

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
退
職
被

保
険
者
等
療
養
給
付
費
、
一
般
被

保
険
者
の
療
養
費
の
追
加
で
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　
26
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
１
億
２
２
０
１
万
７
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
事
務
費
や
保
険

料
等
の
負
担
金
の
確
定
に
よ
る
も

の
で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
42
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
９
億
９
６
６
１
万
９
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
給
与
費
等
の

精
査
で
す
。

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
８
万
１
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
４
４
８
９
万
５
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
瀬
棚
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
燃
料
費

や
光
熱
水
費
の
追
加
な
ど
で
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
２
３
１
万
８
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
は
８
億
７
５
５
万
５

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
若
松
簡

易
水
道
施
設
の
水
位
計
や
元
浦
簡

易
水
道
水
源
池
取
水
施
設
の
修
繕

料
で
す
。

◎
営
農
用
水
道
等
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
84
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
３
０
９
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
東
大
里

配
水
管
漏
水
に
よ
る
修
繕
料
な
ど

で
す
。

平成25年第４回定例会

25
年
度
補
正
予
算

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
12
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

審
議
し
た
議
案
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
23
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
４
億
２
１
６
５
万
２
０

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
も
の
は
、
電
気
料

の
値
上
げ
や
汚
水
量
の
増
加
に
伴

う
、
管
渠
施
設
や
処
理
場
の
光
熱

水
費
の
追
加
で
す
。

◎
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
１
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、

予
算
額
は
６
７
１
万
２
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
電
気
料
の
値

上
げ
な
ど
に
伴
う
、
処
理
場
の
光

熱
水
費
の
追
加
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
４
号
）

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い

て
、
１
４
５
万
９
０
０
０
円
を
減

額
し
、
予
算
額
は
12
億
３
４
４
１

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
職
員
の
採

用
、
退
職
、
10
月
か
ら
嘱
託
医
２

名
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
る
給
与

費
の
精
査
で
す
。

　
資
本
的
支
出
に
お
い
て
１
７
８

万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算

額
は
１
億
９
９
３
万
４
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
国
保
病
院
で

は
除
雪
機
の
購
入
、
大
成
診
療
所

で
は
敷
地
内
の
立
木
伐
採
に
係
る

経
費
で
す
。

◎
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決

に
関
す
る
条
例

　
函
館
市
を
中
心
と
し
て
、
渡
島

檜
山
管
内
の
18
市
町
が
定
住
自
立

圏
構
想
に
基
づ
く
各
種
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
圏
域
に
必
要
な
都

市
機
能
及
び
生
活
機
能
を
確
保

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
定
住
自

立
圏
を
形
成
す
る
た
め
の
協
定
を

締
結
、
変
更
、
廃
止
を
す
る
旨
の

通
知
を
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

と
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　◎
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
77

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
せ

た
な
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◎
税
外
収
入
の
督
促
手
数
料
及
び

延
滞
金
徴
収
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
延
滞
税
等
に
係
る
特
例
基
準

割
合
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
北
檜
山
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
幼
稚
園

保
育
料
を
現
在
の
月
額
６
５
０
０

円
か
ら
月
額
５
５
０
０
円
に
引
き

下
げ
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

◎
町
民
い
こ
い
の
家
条
例
の
廃
止

◎
大
成
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

条
例
の
廃
止

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
廃
止
す
る
た
め
、
本

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
工
事
名

温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
温
泉

棟
等
改
修
工
事

・
契
約
の
相
手
方

北
檜
山
区
北
檜
山
１
３
５
番
地
11

城
ヶ
端
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
城
ヶ
端
　
政
次

・
契
約
金
額

　
１
億
５
０
６
７
万
５
０
０
０
円

◎
せ
た
な
町
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例

　
議
員
が
実
施
す
る
調
査
研
究
、

研
修
、
広
報
・
広
聴
、
陳
情
、
住

民
相
談
等
町
政
の
課
題
及
び
町
民

の
意
思
を
把
握
し
、
町
政
に
反
映

さ
せ
る
活
動
そ
の
他
の
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動
に
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
年
額

12
万
円
交
付
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

提
出
議
員
　
石
原
　
広
務

賛
成
議
員
　
熊
野
　
主
税

同

　
大
野
　
一
男

同

　
内
田
　
尊
之

同

　
小
平
　
　
久

同

　
細
川
　
伸
男

※
政
務
活
動
費

　
議
員
が
行
う
調
査
研
究
そ
の
他

の
活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と

し
て
議
員
報
酬
と
は
別
に
支
給
さ

れ
る
費
用
の
こ
と
。

　
平
成
24
年
の
地
方
自
治
法
改
正

に
よ
り
、
経
費
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
政
務
調
査
費
か
ら
名
称
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

◎
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　
社
会
保
障
制
度
改
革
の
関
連
法

案
の
提
出
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
国
の
責
任
に
お
い
て
要
支
援

者
に
関
し
て
必
要
な
保
険
給
付
を

行
う
こ
と
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
国
の
負
担
分
を

含
め
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
利

用
者
負
担
増
を
行
わ
な
い
こ
と
、

介
護
担
当
者
の
労
働
条
件
を
改
善

す
る
こ
と
に
つ
い
て
実
現
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

提
出
議
員
　
熊
野
　
主
税

賛
成
議
員
　
澤
田
　
光
子

同

　
大
野
　
一
男

同

　
内
田
　
尊
之

同

　
大
湯
　
圓
郷

条

例

そ

の

他

意
　

見
　

書

発

議
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◎
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
積
極
的
な
展
開
に
関
す
る
意

見
書

　
北
海
道
の
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、

山
村
地
域
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

と
と
も
に
、
森
林
が
有
す
る
水
源

の
か
ん
養
や
国
土
・
生
態
系
の
保

全
な
ど
公
益
的
機
能
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林

施
業
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
、

人
材
の
育
成
、
国
産
材
の
利
用
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
促
進
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
よ
る
森
林
・
林
業
再
生
の

推
進
を
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て

早
期
復
興
の
た
め
に
必
要
と
な
る

木
材
の
安
定
供
給
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

提
出
議
員
　
細
川
　
伸
男

賛
成
議
員
　
奥
村
喜
美
男

同

　
本
多
　
　
浩

同

　
石
原
　
広
務

同

　
小
平
　
　
久

同

　
平
澤
　
　
等

◎
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設

及
び
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の

見
直
し
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
日
本
型
直
接
支
払
（
多
面
的
機

能
支
払
）
制
度
に
お
け
る
、
地
方

自
治
体
の
財
政
負
担
を
改
め
、
全

額
国
費
で
実
施
す
る
こ
と
、
水
田

農
業
の
持
続
的
発
展
を
期
す
た
め
、

米
の
適
切
な
国
境
措
置
の
堅
持
、

国
に
よ
る
需
給
調
整
の
実
施
、
水

田
農
家
の
所
得
確
保
、
米
の
価
格

と
需
給
の
安
定
を
図
る
た
め
、
主

要
食
糧
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
生

産
調
整
な
ど
適
切
な
需
給
調
整
対

策
の
実
施
な
ど
の
政
府
責
任
を
果

た
す
こ
と
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

提
出
議
員
　
本
多
　
　
浩

賛
成
議
員
　
細
川
　
伸
男

同

　
奥
村
喜
美
男

同

　
石
原
　
広
務

同

　
小
平
　
　
久

同

　
平
澤
　
　
等

◎
平
成
26
年
度
畜
産
物
価
格
決
定

等
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　
酪
農
、
畜
産
の
経
営
を
め
ぐ
っ

て
は
、
長
引
く
畜
産
物
需
要
の
減

少
と
価
格
の
低
迷
、
配
合
飼
料
価

格
の
高
止
ま
り
と
価
格
安
定
基
金

の
財
源
問
題
、
さ
ら
に
燃
油
、
石

油
製
品
や
電
気
料
金
な
ど
生
産
コ

ス
ト
の
増
大
に
よ
る
経
営
の
悪
化

と
生
産
基
盤
の
縮
小
な
ど
危
機
的

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
よ
り
、
迫
り
く
る
市
場
開

放
の
動
き
に
大
変
な
不
安
と
危
機

感
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
国
民
の

基
礎
的
食
料
の
安
定
供
給
及
び
地

域
経
済
、
社
会
を
支
え
る
酪
農
、

畜
産
の
持
続
的
な
発
展
と
、
家
族

経
営
体
を
核
と
す
る
多
様
な
担
い

手
の
育
成
と
経
営
の
安
定
に
向
け

て
、
明
日
に
つ
な
が
る
26
年
度
畜

産
物
価
格
の
決
定
と
総
合
的
な
酪

農
、
畜
産
政
策
を
推
進
す
る
よ
う

要
望
す
る
も
の
で
す
。

提
出
議
員
　
本
多
　
　
浩

賛
成
議
員
　
細
川
　
伸
男

同

　
奥
村
喜
美
男

同

　
石
原
　
広
務

同

　
小
平
　
　
久

同

　
平
澤
　
　
等

※�

内
閣
総
理
大
臣
の
ほ
か
関
係
す

る
大
臣
、
衆
議
院
・
参
議
院
議

長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　10月24日、北海道檜山振興局保健環境部社会福祉課北檜山社会福祉事務出張所長金澤功氏を

講師としてお招きし、生活保護制度についての勉強会を実施しました。

　勉強会では、公的扶助の歴史、生活保護制度の概要について説明をいただき、その後、議員か

らの質問について回答をいただきました。

　また、勉強会終了後、せたな消防署から救急係主査栗原徳雄氏、警防係中谷友則氏を講師とし

てお招きし、ＡＥＤ（自動式体外除細動器）の取扱について講習会を実施しました。

　栗原氏の口頭と中谷氏の実演をまじえた説明を受け、両氏の指導の下、要救助者への呼びかけ

からＡＥＤの使用までの一連の流れについて実技を行いました。

▪生活保護制度に関する勉強会・ＡＥＤ取扱講習会を実施▪

生活保護制度に関する勉強会 ＡＥＤ取扱講習会


